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・2月定例会は、2月 17日から3月 6日まで開‐
かれました.
・27年度の一般会計予算は、324億円と補 |

正予算矢野日、三野倉排水路、排水機場‐

整備事業109億円、総額433億円となり
ました.
・一般質問は、岩沼政策フォーラム代表とし
市全般について、11項目を行いましたの
でご報告します。
027年度も皆様の声を拝聴しながら、福祉向
上と若者が集うまちづ<りのために進め
てまいりますので、「一郎」に、ご指導ご
鞭撻を賜りますようtお願い申し上げま
す: ‐          ‐

◎地方創生の取り組み
―郎の質問  ‐
施政方針で「まち・ひと・しごと創生総含戦略を策
定し、今後5カ年の政策目標等を定め、暮らしやすい

生活環境を整え、人□の維持と活力あるまちづ<り

に取り組む」としているが 具ヽ体的なまちづ<りの見

解を伺う.

回答 市長
基本的には、「地方に仕事をつ<り安心して働ける

」「東京一極集中を是正し、地方へ新しい人の流れを

つ<る」「若い世代の結婚、出産、子育ての希望をか

なえる」「安心な暮らしを守る地域づ<り」の4点を

ノヽッケージ化した政策を提案したいと考えます。

◎子ども・子育て支援制度
―郎の質問

27年4月から待機児童ゼロを目指し、幼稚園での

保育、小規模保育の緩和などの新しい運用となる子

ども`子育て支援新制度が始まるが、待機児童解消

に向けて、どのように取組むのか伺う。

回答 市長
子ども・子育て支援新制度を最大限に活用し、市

が認可する小規模保育事業所や事業所内に保育所

を開設する事業者への支援及び認定こども園の普

及を進めています。新制度の適用外となる認可外

保育施設や保育ママの含などにもヨ|き続き支援

を行い待機児童の解消に努めていきます。

一郎の質問
市政方針で「小規模保育2件の認可に向けて協

議を進めています」とあるが2カ所含わせて何名

を予定しているのか。

回答 健康福祉部長
2カ所で34名を見込んでいます。

小規模保育

の様子

一郎の質問

若者が集まり、子育てしやすいという岩沼の

イメージをつ<つてほしいと思う。結婚したばか

りの人や妊娠中の人も調査する必要があると思

うがどうか。           ‐

回答 健康福祉部長
新生児から漏れな<訪間をして状況を把握し、

保育所等の情報をつなぎ、関係課間で連携をと

っています。切れ目のない支援をする窓□をあら

ためて設けることを新年度で者えています。



◎仙台空港民営化
一郎の質問
lLL台空港民営化は、今年8月に1グループを選ぶ見通し
と報道されている。県は、空港民営化により空港周辺地域
への産業集積を想定し、適地を探す土地利用調査費の計
上などを行い、空港民営化に関する見解を伺う。

県の他台空港臨空都市整備基本計画では、産業集積を
岩沼市域へとあったが、どうなるのか。

回答 市長
27年度を目標年次とした計画で、東日本大震災の影響
等もあり十分な成果が得られていません。県南サミットな
どの機会を捉え(空港周辺の現状や市の各種計画、地域
の要望等空港民営化後を見据え、直接知事に対して基本
計画の見直しを要望しています。

一郎の質問
運営企業は運用時間延長を望むと考えられるが、その場
合の対策はどうか。

回答 市長
仙台空港の運用時間は、空港の国際化や滑走路延長

などの際に、国・県・市・ 地域が一体となつて検討し

現在の時間となつた経緯があり、市としては、空港と

地域がともに発展することができよう、地域の方々の

意見等も踏まえ検討してい<必要があると認識していま
す。

一郎の質問

周辺地域には、住宅、工業団地などがあるが、周辺環

境対策はどのようになるのか。

回答 市長
国が航空機騒音障害防止法に基づいてt国の募集要
項において運営権者が引き続き行うこととしておりま

ます。また、一般財団法人空港環境整備協会が行って

きた周辺環境対策が請じられるよう、県を通して国に

要望していきたいと考えています.

◎火葬場建設について
一郎の質問

施政方針で「新たな建設候補地の選定を早急に進め

る」とあるが、どのように選定してい<のか。

回答 市長
震災からの復興も進み、状況も大き<変わつてきて
おり、今後の進め方につきましても改めて検討して

いきます。

◎高齢者社会の取り組み
一郎の質問
超高齢化時代を迎え、市民の健康寿命を延ばす対
策が重要となるが、見解を伺う。

回答 市長
高齢者福祉計画、介護保険事業計画で基本目標
の一番目に、元気な高齢者が集い触れ合うまちづ

<りを掲げています。若いころからの健康づ<り
高齢期の介護予防などに市民の皆さまと積極的に
取り組んでいきます。

1)健康寿命む延はそう

2)生活習慣病の予防

3)健康を支える亀域社会

―郎の質問11■ |
要弁護施設め待機者の増加に対応するために施

設の増設が必要と考えるが、見解を伺う。

回答 市長        ‐

第6期高齢者福祉計画や介護保険事業計画にお
いて、認知症高齢者グループホーム18床の新規
整備及び介護者人保健施設40床の増設を計画し
ています。

・認知症高齢者 18床
増設

・介護者人保健施設

40床増設
◎その他の一般質問について
・健康医療産業集積
・岩沼インターチェンジ周辺開発
・ふるさと納税
・市民活動支援制度
・中学校部活動対応
・小・中一貫校教育の以上 11項目の
質問を会派代表として行いました。
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10月より中学3年まで実施。

○地域活性化のため個人住宅リフォーム助成
10万円限度にリフォーム助成
○雨水対策として、節水と啓蒙活動に1001
以上のタンクに
雨水貯留タンク2万5千円限度助成
○放課後児童クラブ利用者増加のため

岩沼小学校内に分室増設


